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大学生の友人関係スタイルおよび居場所感が学校適応感に及ぼす影響

○森下俊秀（広島大学大学院） 吉岡真梨子（広島大学大学院）

キーワード：学校適応感，友人関係，居場所感

問題と目的

教育現場におけるいじめや不登校の問題には学校

適応感が少なからず影響している。学校適応感に関す

る先行研究として，永井（ ）は大学生を対象とし，

友人関係のとり方の特徴によって学校適応感に違いが

あることを明らかにしている。また，谷渕（ ）は

大学生を対象とし，場面によって居場所感と学校適応

感との関連が異なることを明らかにしている。谷渕

（ ）に用いられた居場所感尺度には，他者との関

係性を表す項目が含まれているが，大学環境における

他者とは主に友人を指していると考えられる。これら

を踏まえると，大学環境への適応を検討するには，場

所を考慮した居場所感と友人関係スタイルとを組み合

わせた視点を取り入れることが必要だといえる。

そこで本研究では，大学生の友人関係スタイルと居

場所感を群分けし，学校適応感に及ぼす影響について

検討することを目的とする。

方 法

参加者 大学生 名（男性 名，女性 名）。

質問項目 大久保（ ）の青年用の学校への適応感

尺度 項目。永井（ ）の友人関係尺度 項目。

谷渕（ ）の居場所感尺度 項目を参考にした

項目。居場所感尺度については「大学生活での空きコ

マの時間や休み時間でよく過ごす場所」，「授業以外で

学習するときによく過ごす場所」，「部活動，サークル

活動等課外活動でよく過ごす場所」の つの場所を設

定した。各変数は 件法（ 全くあてはまらない，

あまり当てはまらない， どちらともいえない， 少

しあてはまる， よく当てはまる）で回答を求めた。

結果と考察

信頼性の検討 学校適応感尺度は「居心地の良さの感

覚」（α＝ ），「被信頼・受容感」（α ），「劣等感

の無さ」（α＝ ），「課題存在」（α ）の 因子。

友人関係尺度は「干渉回避」（α ），「自己開示」

（α ），「評価懸念」（α ），「配慮・気遣い」

（α ）の 因子。居場所感尺度は「精神的安定」

（α ），「行動の自由」（α ），「自己肯定感」

（α ），「本来感」（α ），「他者からの自由」

（α ），「思考内省」（α ）の 因子。

クラスター分析 友人関係スタイルと居場所感につい

て群分けを行うため，それぞれクラスター分析（ユー

クリッド平方距離， 法）を行った。友人関係スタ

イルは「自己中心外向型」，「他者配慮内向型」の 群

に分類，居場所感は「課外活動場面居場所 群」，「学

習場面居場所 群」，「居場所 群」の 群に分類した

場合に，一定の解釈が可能であった。

分散分析 友人関係スタイルおよび居場所感群を独立

変数とし，学校適応感 因子それぞれについて 要因

分散分析を行った。主な結果として，被信頼・受容感

因子で，居場所感群の主効果が有意（ ， ，

，η ）であった。多重比較を行った結果，

居場所 群は他の 群に比べて得点が高かった。また，

友人関係スタイルと居場所感群における交互作用も有

意（ ， ， ，η ）であった。単純

主効果の検定を行ったところ，課外活動場面居場所

群における友人関係スタイル群の単純主効果（ ，

， ，η ）が有意であり，自己中心

外向型の方が他者配慮内向型よりも被信頼・受容感因

子の得点が高かった。自己中心外向型における居場所

感群の単純主効果（ ， ， ，η ），

他者配慮内向型における単純主効果（ ， ，

，η ）も有意であったため，それぞれ多重

比較を行った。その結果，自己中心外向型では有意差

が見られず，他者配慮内向型では課外活動場面居場所

群が他の 群に比べて被信頼・受容感因子の得点が

低かった。

友人関係スタイル，居場所感群ごとの被信

頼・受容感因子得点の平均及び標準偏差

居場所感群，友人関係スタイルごとの被信

頼・受容感因子得点

本研究の結果から，友人関係スタイルや居場所感の

組み合わせで，学校適応感に違いがあることが明らか

になった。

自己中心外向型
(n=51) 3.40 (0.84) 2.97 (0.59) 3.51 (0.58)

他者配慮内向型
(n=34) 2.77 (0.77) 3.49 (0.34) 3.70 (0.42)
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学校・教育現場でのセクシュアルマイノリティとカミングアウト

○高城佳那（静岡産業大学） 藤田依久子（安田女子大学）

キーワード： ，セクシュアルマイノリティ，学校教育

問題と目的

性別二元性や異性愛中心主義が根付く社会にお

いて，セクシュアルマイノリティが自己の性アイ

デンティティに向き合う時期に，学校等において

周囲からどのような情報を得られるかは，他者と

の関係性の中においてアイデンティティクライシ

スに直面する場面に重要な課題となる。本研究で

はセクシュアルマイノリティが抱える心理的・社

会的な困難が，成長過程の中でいつ頃どこから生

じるものなのか，カミングアウトの視点から考え

る。かつて同性愛は病気と診断され治療を試みら

れていたが，現在は性の多様性として， 性

自認・指向に関するセクシュアルマイノリティの

総称 が認められつつある。

年「自殺総合対策大綱」が閣議決定され

「自殺念慮の割合等が高いことが指摘されている

性的マイノリティについて，無理解や偏見等がそ

の背景にある社会的要因の一つであると捉えて

教職員の理解を促進する」と明記され，セクシャ

ルマイノリティの自殺を防ぐには，教職員の理解

が重要であることが指摘されている。 年，法

務省人権擁護局及び公益財団法人人権教育啓発推

進センターより『あなたがあなたらしく生きるた

めに 性的マイノリティと人権』が発行された。

年文科省による性同一性障害の子どもに配

慮を求める内容の通知の支援の対象が， 年，

セクシュアルマイノリティ一般へと拡大された。

しかしながら 年周知資料における ＆ の

項目中 項目が性同一性障害に関わるものにな

っている現状がある。学習指導要領の改定に伴い，

道徳が 年度から中学校で正式の教科となり，

いくつかの道徳教科書の中で「公平・公正・社会

正義」や「友情・信頼」の項目等においてセクシ

ュアルマイノリティについて記載されている。

人間の性の多様な状態に関する理解をすすめる

ため学校等の教育現場での教授の仕方が課題とな

っている今日，家や地域社会において社会全体で

課題を検討していく姿勢が求められている。

方 法

（１）アンケート調査

調査対象：女子大学生 名（平均年齢 歳）

本研究は 調査協力者に研究趣旨および情報の取

り扱い等について同意を得て行った。

調査内容：①同性愛や性同一性障害の認知度②印

象③回答者の性自認と性志向について

（２）個別デプスインタビュー調査

調査対象： 名 レズビアン 代 名・ 代 名・

バイセクシュアル 代 名・パンセクシュアル

代 名・ 代 名・異性愛者 代 名・セ

クシュアリティ不明 代 名

調査内容：①性のあり方について ②セクシュアル

マイノリティへのイメージや存在の程度 情報源

へ ③ライフヒストリー等

結果と考察

アンケート調査の「セクシュアルマイノリティ

になるのは育てられ方の影響がある」という設問

では，そう思う ％，そう思わない・どちらかと

いえばそう思わない ％，そのうち「セクシュア

ルマイノリティは生まれつきのものであり育てら

れ方の影響ではない」と考える人は全体の ％で

あり， ％は個人の経験やその他の価値観からセ

クシュアルマイノリティになったと考えている。

インタビュー調査において自身の性自認と性指

向を軸に置いたライフヒストリーを追う中で，世

の中には男と女の二つの性別だけが存在するとい

う性別二元論や，男はこうあるべき・女はこうあ

るべきという考えの似た家庭環境の傾向があった。

また当事者からはセクシュアルマイノリティの

話題が持ち出しにくいと感じており，自身のセク

シュアリティについて話す機会がないため，カミ

ングアウトができないという意見もあった。セク

シュアルマイノリティに対する理解や認知はメデ

ィアや 等の媒体から広がりをみせているが，

自分の周りにはいないが世の中にはいるだろうと

いう“フィクション感”があるように思われる。

個々のセクシュアリティを尊重し，自己決定に

対して情報を得られる環境の整備，二次的精神状

態に注視する必要があるといえよう。学校教育現

場では，専門家との情報共有をはじめ，当事者が

直面している現状をよく知りセクシュアリティ情

報を理解し，多様性を受け入れた上で社会への啓

発教育を地域社会との連携において行うことが求

められる。
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